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農地リフレッシュ通信（７号）（H21.12.16） P04

実 施 期 間：平成21年6月17日～8月22日

対 象 面 積：0.76ha（畑）

今回の紹介地区 No.026

地 区 概 要 ：農地面積37ha、うち耕作放棄地0.76ha

放棄 の 理由 ：

荒廃 の 程度 ：

作 業 内 容：再生作業（刈払、抜根、整地）、土壌改良、営農定着

状 況

取組概要

今後の予定

平成21年８，９月に土壌改良（肥料投入）後、現在、ブロッコリーを作付け中

再生作業前 再生作業実施中

取 組 主 体：農業法人（栽培作物：ブロッコリー）

耕作放棄地再生利用緊急対策を活用した事例

調 整 経 緯：

熊本県 熊本市 孫代地区

取組のきっかけ：

問い合わせ先：熊本市担い手育成総合支援協議会 ０９６－３２８－２４０３（熊本市農業政策課）

雑草の繁茂に加え樹木が侵入しており、人力・農業用機械・重機
による作業が必要

集落内の農業法人が経営規模を拡大するため、面的にまとまりのあ
る農地を探していたところ、町内で景観悪化や病害虫の原因となっ
ている耕作放棄地を活用することを思い立ち、電話で市に相談。

基盤整備がなされておらず農作業の条件が悪いため、営農者が
減少。

再生作業後
（ブロッコリー作付け中）

農業法人が集落周辺の土地持ち非農家と直接調整を行い、実施に
至る




